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４ 三角形ＡＢＣと三角形ＰＱＲがあります。この 2 つの三角形はともに面積が 75cm２

で，辺ＡＢの長さと辺ＰＱの長さはどちらも 15cm です。下の図のように，点Ｃから

辺ＡＢに，点Ｒから辺ＱＰの延長上に，それぞれ垂線を引き，その交点をそれぞれＤ，

Ｓとすると，ＡＤ：ＤＢ＝ 1：2，ＳＰ：ＰＱ＝ 1：3 となりました。次の問いに答え

なさい。

ただし，円周率は 3.14 とし，すい体の体積は「(底面積)×(高さ)÷ 3」で求めるこ

とができます。また，(3)，(4)は答を求めるのに必要な式，考え方なども順序よく

かきなさい。

(1) ＡＢを軸として三角形ＡＢＣを 1 回転させてできる立体の体積は何cm２ですか。

(2) ＳＲを軸として三角形ＰＱＲを 1 回転させてできる立体の体積は何cm３ですか。

点Ａと点Ｐ，点Ｂと点Ｑがそれぞれ一致するように，辺ＡＢと辺ＰＱをぴったりあわ

せ，三角形ＡＢＣと三角形ＰＱＲを重なる部分ができるようにおきました。重なる部

分を図形○あ とします。

(3) ＡＢ(ＰＱ)を軸として図形○あ を 1 回転させてできる立体の体積は何cm３ですか。

(4) ＳＲを軸として図形○あ を 1 回転させてできる立体の体積は何cm３ですか。
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４

(1) 右図で，15 ×ＣＤ÷ 2 ＝ 75 より，

ＣＤ＝ 75 × 2 ÷ 15 ＝ 10cm なので，

△ＡＢＣをＡＢを軸として 1 回転させて

できる立体の体積は

10 × 10 × 3.14 ×ＡＤ×

＋ 10 × 10 × 3.14 ×ＤＢ×

＝ 10 × 10 × 3.14 ×(ＡＤ＋ＤＢ)×

＝ 10 × 10 × 3.14 ×ＡＢ× ＝ 10 × 10 × 3.14 × 15 × ＝ 500 × 3.14

＝ 1570cm３ です。

(2) 右図で，△ＰＱＲの高さＲＳは

ＣＤと同様に 10cm。

また，□1 ＝ 15 ÷ 3 ＝ 5cm なので，

ＳＱ＝ 5 ＋ 15 ＝ 20cm。よって，

△ＰＱＲをＳＲを軸として 1 回転

させてできる立体の体積は

20 × 20 × 3.14 × 10 ×

－ 5 × 5 × 3.14 × 10 × ＝(400 － 25)× 3.14 × 10 ×

＝ 375 × 3.14 × 10 × ＝ 1250 × 3.14 ＝ 3925cm３ です。

(2) 右図で，△ＳＢＲと△ＦＢＥは

相似なので，

ＥＦ：ＦＢ＝ＲＳ：ＳＢ＝ 10：20
＝ 1：2。･･(ｱ)

また，△ＣＡＤと△ＥＡＦは相似で

ＡＤ＝ 15 × ＝ 5cm より，

ＡＦ：ＥＦ＝ＡＤ：ＣＤ＝ 5：10
＝ 1：2。･･(ｲ)

(ｱ)，(ｲ)より，

ＥＦ：ＦＢ＝ 1：2 ＝ 2：4，
ＡＦ：ＥＦ＝ 1：2 となるので，
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ＡＦ：ＥＦ：ＦＢ＝ 1：2：4。 よって，ＡＦ＝ 15 × ＝ 3cm，

ＥＦ＝ 3 × 2 ＝ 6cm となるので，上図の斜線部分○あ をＡＢを軸として 1 回転させ

てできる立体の体積は(1)と同様に

6 × 6 × 3.14 ×ＡＢ× ＝ 6 × 6 × 3.14 × 15 ×

＝ 180 × 3.14 ＝ 565.2cm３ です。

(3) ＳＲを軸として図形○あ を 1 回転

させてできる立体は，右図で

台形ＧＳＢＥをＳＲを軸として 1 回転

させてできる円すい台･･(ｱ)から，

台形ＧＳＡＥをＳＲを軸として 1 回転

させてできる円すい台･･(ｲ)を除いた

もの。

(ｱ)の体積は･･

右図で，△ＡＧＥと△ＡＳＤが

相似で，相似比は 8：20 ＝ 2：5
なので，ＲＧ：ＲＳ＝ 2：5。

よって，ＲＧ＝ 10 × ＝ 4cm と

なるので，(ｱ)の体積は

20 × 20 × 3.14 × 10 ×

－ 8 × 8 × 3.14 × 4 ×

＝ × 3.14 ＝ × 3.14 ＝ 1248 × 3.14cm３ 。

(ｲ)の体積は･･

右上図で，△ＨＡＳと△ＨＥＧは相似で，相似比は 5：8 なので，

ＨＳ：ＨＧ＝ 5：8 から，ＨＳ：ＨＧ：ＳＧ＝ 5：8：(8 － 5)＝ 5：8：3 で，

ＳＧ＝ＥＦ＝ 6cm より，ＨＳ＝ 6 × ＝ 10cm，ＨＧ＝ 10 ＋ 6 ＝ 16cm。

よって，(ｲ)の体積は

8 × 8 × 3.14 × 16 × － 5 × 5 × 3.14 × 10 ×

＝ × 3.14 ＝ × 3.14 ＝ 258 × 3.14cm３ 。

したがって，ＳＲを軸として図形○あ を 1 回転させてできる立体の体積は

1248 × 3.14 － 258 × 3.14 ＝(1248 － 258)× 3.14 ＝ 990 × 3.14
＝ 3108.6cm３ です。
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